
地方公共団体による３D都市モデルの整備や活用等を支援する「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業」により全国での整備と
実装を推進する。令和9年度500都市を目指し、全国への面的な展開や早期の整備・効果発現に有効な事業を集中的に支援すると
ともに、都市計画基礎調査や災害リスク等のデータの可視化に留まらず、ユースケース開発や建築・都市のDXの成果も活用し、シミュ
レーションやコミュニケーション、交通やエネルギーなど地域におけるまちづくりのデジタル化・DXへの社会実装に向けた取組を推進する。

都市空間情報デジタル基盤構築支援事業

補助対象事業

3D都市モデルの整備経費
３D都市モデルの整備・更新、3D都市モデル
の整備に必要な元データの整備、作成データ
を可視化するためのシステム導入・改修等

3D都市モデルの活用経費
３D都市モデルを活用したユースケースの実
装に必要な分析・シミュレーションやアプリ開発、
政策活用等

3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ
化推進経費
専門家派遣やワークショップ・ピッチイベントの開
催、関連情報のデジタル化やGISシステムの導
入・改修等

補助率等

【通常タイプ】 定率1/2
【早期実装タイプ】 上限1,000万円定額補助※

※早期に課題解決や新たな価値創造が図られる
事業計画が選択可能であり、事業初年度に限る
（2年目以降は通常タイプによる支援）。

３D都市モデルの多様な社会実装への支援により、

G7都市大臣会合で使われた、実際のまちを再現した
ゲームデータを公開。多様な世代・主体が未来のまちを
考えるコンテストを開催（香川県高松市）

屋根形状や地形を活用した適地判定等の太陽光
発電ポテンシャルの推計システムにより地域の脱炭素
化を推進（石川県加賀市）

居心地がよく歩きたくなるまちなかを目指し、地域の関係
者による懇談会で公共交通を活かしたウォーカブルな空
間再編の多様なイメージを共有（岐阜県岐阜市）

都市生活のWell-Beingを実現する

3D都市モデルからゲームデータで再
現したまちをG7都市大臣会合出席
者が体験、記念撮影（R5.7.8）

まちなみデザインコンテストに
33作品（R5.11.25表彰式）

データを公開

３D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化の推進

水害や避難経路を再現した臨場感あるVR映像によ
り誰もがリスクを体感するとともに、記録した避難行動
からシミュレーションモデルを構築（熊本県玉名市）

VRゴーグルで体感


